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町
民
や
町
職
員
の
生
活
を
助
け
る
予
算
に

４
月
28
日
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
職
員
の

給
料
削
減
案
が
可
決
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
国
か
ら
の

臨
時
創
生
交
付
金
約
１
億
３
千
万
円
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
を
め
ぐ
り
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
で
６
事

業
を
提
案
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

発行

<川柳コーナー>
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ど
ん
な
悲
惨
な
場
面
で
も

皺
一
つ
な
い
背
広
を
着
て
話
し
て
い
る
。
国
内
で
は

火
事
場
泥
棒
の
如
く
、
軍
備
増
強
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
予
算
は
苦
し
い
国
民
か
ら
の
税
金
だ
。

コ
ロ
ナ
で
頑
張
っ
て
い
る

職
員
の
給
料
を
減
ら
す
な

令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
従
っ
た
南

知
多
町
職
員
等
の
給
料
引
き
下
げ
条
例
の
提

案
等
が
審
議
さ
れ
、
１
報
告
７
議
案
が
即
決

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
令
和
３
年
度
人
勧
が
昨
年
12
月
１
日

ま
で
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

今
年
の
６
月
の
給
料
分
か
ら
削
減
調
整
す
る

議
案
で
し
た
。
一
般
職
は
、
期
末
手
当
を
１
・

５
ヶ
月
分
、
特
別
職
や
議
員
は
１
・
０
ヶ
月

分
の
削
減
調
整
を
６
月
の
期
末
手
当
で
実
施

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

内
田
議
員
は
、
職
員
の
利
益
に
な
ら
ず
、

人
勧
の
原
則
に
反
す
る
提
案
に
反
対
の
立
場

か
ら
次
の
よ
う
な
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●
国
の
人
事
院
勧
告
に
従
う
法
律
的
な
義
務

は
な
い
。
３
年
度
人
勧
勧
告
実
施
は
、
国
家

公
務
員
法
28
条
の
「
情
勢
適
用
」
原
則
で
令

和
３
年
度
中
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
、
令
和

４
年
度
は
年
度
が
変

わ
っ
て
お
り
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
削
減
す
る

の
は
、
明
ら
か
に
不

利
益
不
遡
及
の
原
則

内海東浜を望む

累
々
の
屍(

し)

に
立
つ
背
広
皺(

し
わ)

も
な
い

町臨時議会開かれる

に
反
す
る
と
考
え
な
い
の
か
。

●
会
計
年
度
任
用
者
は
期
末
手
当
の
み
支
給

で
あ
り
、
勤
勉
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

一
般
公
務
員
は
、
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
も
一
般

公
務
員
と
同
じ
１
・
５
％
の
減
額
す
る
の
は

お
か
し
い
と
考
え
な
い
か
。
期
末
・
勤
勉
手

当
相
当
と
比
較
す
べ
き
で
あ
り
、
会
計
年
度

任
用
者
へ
は
１
・
５
％
で
な
く
、
０
・
７
％

程
度
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
は
「
国
の
人
事
院
勧
告
に
従
う
」

の
み
の
不
誠
実
な
回
答

当
局
は
全
員
協
議
会
の
場
で
、
「
国
の
人

事
院
勧
告
に
従
う
法
律
的
な
し
ば
り
は
な
い
」

と
回
答
し
て
お
き
な
が
ら
、
内
田
議
員
が
質

問
し
た
個
々
の
事
例
に
対
し
て
は
回
答
せ
ず

「
国
の
人
事
院
勧
告
に
従
う
」
と
不
誠
実
な

回
答
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
退
職
者
と
１
年
限
り

の
会
計
年
度
任
用
者
は
、
減
額
し
な
い
と
い

う
矛
盾
に
満
ち
た
給
料
削
減
提
案
で
す
。

人
勧
の
原
則
は
、
そ
の
年
度
中
の
改
定
の

は
ず
で
す
。
本
来
、
令
和
３
年
度
12
月
１
日

ま
で
に
国
会
で
の
決
議
が
必
要
で
あ
り
「
令

和
３
年
度
中
に
実
施
が
原
則
」
で
す
。
令
和

３
年
度
中
に
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
自

公
政
権
の
誤
り
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
分
の

つ
け
を
令
和
４
年
度
に
削
減
す
る
と
い
う
の

は
不
利
益
不
遡
及
の
原
則
（
不
利
益
を
さ
か

の
ぼ
ら
な
い
原
則
）
に
反
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
南
知
多

町
職
員
の
賃
金
を
下
げ
る
こ
と
は
理
に
合
わ

ず
、
内
田
議
員
は
反
対
し
ま
し
た
。

観
光
対
策
事
業
１
人
６
千
円
の

宿
泊
利
用
支
援
助
成
券
発
行

新
型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
て
い
る
観

光
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
観
光
協
会

を
通
じ
て
、
県
外
か
ら
の
宿
泊
者
も
含
め
、

町
独
自
の
宿
泊
助
成
券
を
支
援
し
ま
す
。

６
０
０
０
円
×
６
０
０
０
名
分
の
３
６

０
０
万
円
。
６
０
０
０
円
の
内
１
０
０
０

円
は
地
域
で
の
お
買
い
物
券
で
す
。
事
務

費
４
０
０
万
円
、
全
体

で
４
０
０
０
万
円
の
事

業
費
で
す
。
多
く
の
観

光
業
者
を
支
援
し
て
い

く
も
の
で
す
。

町
民
１
人
当
た
り
３
０
０
０
円
の
地
域

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
を
再
度
実
施
し
各
家

庭
支
援
と
町
内
消
費
を
促
進
し
ま
す
。
町

民
１
６
６
０
０
人
で
４
９
８
０
万
円
と
事

務
費
５
２
０
万
円
で
５
５
０
０
万
円
の
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
民
み
ん
な
で
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

町
民
１
人
３
千
円
の

地
域
ク
ー
ポ
ン
券
等
発
行

コ
ロ
ナ
対
策
６
補
正
予
算
可
決

「戦争しないために
努力することが

政治の役割」

４
月
30
日
、
南
知
多
町
総
合
体

育
館
で
、
「
町
政
・
国
政
を
考
え

る
集
い
」
が
開
か
れ
、
日
本
共
産

党
の
す
や
ま
初
美
参
院
愛
知
選
挙

区
候
補
が
内
田
議
員
と
と
も
に
参

加
し
ま
し
た
。

す
や
ま
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
乗
じ
た
核
兵
器
保
有
や
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
論
」
を
批
判
し

「
戦
争
し
な
い
た
め
の
努
力
こ
そ

政
治
の
役
割
。
共
産
党
は
憲
法
９

条
を
生
か
し
米
中
を
含
め
た
ア
ジ

ア
で
の
平
和
の
枠
組
み
を
つ
く
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
平
和
を

守
る
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

内
田
議
員
は
太
陽
光
発
電
の
条

例
化
に
向
け
て
の
質
問
等
３
月
議

会
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

軍
備
論

だ
か
ら
必
要

隙
を
突
き

「町政・国政を考える集い」に すやま氏訴え


